







































調査の手続きは以下の通りである。調査期日は 2005 年 4 月 1 日～ 10 月 15 日
の約半年間で、調査対象は京都市私立 K保育園の 5歳児である。K保育園の幼
児は 3～ 5歳児異年齢混合クラスで、それぞれいるか組、らっこ組、らいおん組、
ぞう組の 5歳児で自由画帳に絵を描くことが多い男児 9名、女児 11 名を対象と

















































































のも事実である。S.K以外の 3名、Y.N , O.R , Y.Aにとっては、女の子を描くた
めの描画方法の習得が目的だと思われる。







N.S、 Y.T 、S.A、 F.R 、H.A、 Mがそれに相当する。新たな描画の情報を収集する
場合、髪型や瞳の描きかた、手や足の動きなどかわいいと思う情報を摂取して、























あった。これと同じものが S.Aの図 8-3 で、個人的なテーマである。また、S.R
の図 8-4 も個人的なテーマであり、他児が共有しにくい内容であった。
（2）事例 1～事例 8の描画
事例 1（図 1-1 ～ 4）
事例 2（図 2-1 ～ 7）
図 1-1　O・R 図 1-2　I・M 図 1-3　Y・N 図 1-4　I・K
図 2-1　O・R 図 2-2　I・M 図 2-3　W・M 図 2-4　W・M
図 2-5　Y・N 図 2-6　I・K 図 2-7　Y・A
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事例 3（図 3-1 ～ 5）
事例 4（図 4-1 ～ 2）
事例 5（図 5-1 ～ 4）
図 3-1　O・R 図 3-2　U・H
図 3-3　S・K 図 3-4　S・K 図 3-5　S・K
図 4-1　U・Y 図 4-2　U・H
図 5-1　O・R 図 5-2　Y・N 図 5-3　Y・A 図 5-4　S・K
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事例 6（図 6-1 ～ 4）
事例 7（図 7-1 ～ 3）
事例 8（図 8-1 ～ 4）
図 6-1　S・A 図 6-2　N・S 図 6-3　K・N 図 6-4　K・N
図 7-1　S・K 図 7-2　U・H 図 7-3　H・M














さくら カブトムシ 女の子＊ その他
1 I.M 3 ○ ◆ ◆ □
2 Y.N 5 ○ ◆ ◆ ◆ A □□
3 O.R 7 ○ ◆ ◆ ◆ ◆ A □□□
4 I.K 2 ○ ◆ ◆
5 Y.A 3 ○ ◆ ◆ A □
6 W.M 2 ○ ◆◆
7 U.H 3 ○ ◆ ◆ ■
8 S.K 5 ○ ◆◆■ ◆ A □
9 U.Y 5 ○ ◆ □□□□
10 N.S 4 ○ ◆◆ B
11 Y.T 2 ○ ◆◆ B
12 S.A 3 ○ ◆◆ B □
13 F.R 1 ○ ◆ B
14 H.A 3 ○ ◆◆ B □
15 M 4 ○ ◆◆◆◆ B
16 K.N 2 ○ ◇◇ C
17 T.S 1 ○ ◇ C
18 K.N 1 ○ ◇ C
19 S.R 2 ○ ◇ C □
20 H.M 1 ○ ◆













はほとんどの子どもの描画に見ることができる。K. N , T.S , K.N が描いた事例 5









事例 7、事例 8についてはテーマ別に括ったものではない。事例 7はその他と
して他児の描画の一部を情報として摂取し、そこから新たな表現を生み出した
り、他児の描画を模倣しつつある時点でオリジナルの子どもの表現とは全く別
































事例 1ごはん、事例 3さくらは①と③、事例 2ピカチュウのゲーム、事例 5




表 1「自由画帳のテーマを共有した子どものグルーピング」に挙げた 20 名の
子どもの模倣の関係について考察する。
・ 男児 9名、女児 11 名がいくつかの模倣のテーマによるグループに分かれ
るが、男女混合の模倣グループは出現していない。
・ 男児の事例 1ごはん、事例 2ピカチュウのゲーム、事例 3さくら、事例 4
カブトムシ、事例 5女の子 Aのグループ構成員は一部または、全部（事
例 1の 4名全員が事例 2に）が重複している。



















図 8-5 事例 8　H.M（ラッコ）
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O.Rはごはん、ピカチュウのゲーム、さくら、女の子 Aの模倣グループに属し、





































１．「自由画帳における子ども間の模倣 2」については、2010 年 5 月日本保育学
会第 63 回大会においてポスター発表「自由画帳における子ども間の模倣 1－




リングの試み－」『ホルモンと臨床』　Vo146 増刊号 2007 参照。
３．奥美佐子著「保育者・小学校教諭の子どもの描画過程における模倣に対す
る意識調査－模倣の位置付けと対処法について－」『名古屋柳城短期大学研究
紀要』第 29 号　2007 年名古屋柳城短期大学　pp.49-59 参照。
